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るものが 2 基残っている。しかしながら、澎湖列島全域では 2010 年 3 月現在、590 基の存在が確
認され、このうちの約 150 基において魚とりが続けられている（ 1 ）。
　ところで、国史館台湾文献館（旧台湾文献委員会）が所蔵する台湾総督府文書の中に、1914 年















































































































陳　徳元 共同（ほか 1 名） 1
陳　徳元 共同（ほか 1 名） 3




















1 である。これをみると 30 基のうちの 7 割に
あたる 21 基が個人所有であることがわかる。
しかも個人が複数の石滬を所有している。葉文
旺は 6 基、林天恩は 7 基を所有している。洪
文同も共同所有の石滬を除いて別に 3 基の石
滬を個人で所有している。陳徳元が所有してい
る 4 基はいずれも他の 1 名との計 2 名による
共同所有である。個人所有の石滬とともに特徴
的なものは、代表者洪文同に 26 名を加えた計






治 42）年にその在住者から 3 基あわせて 80 圓で購入した。洪自らがこれらで操業していたと考え
られる。
　葉文旺が所有する 6 基は 4 代前の祖先が築造したもので、これらが当時まで引き継がれてい
た。林天恩が個人所有する 7 基は当時より約 80 年前（ 4 代前）、沙崙仔庄に住む者から購入したも
のであった。購入価格は不明である。これらの石滬は毎年入札によって沙崙仔の庄民に貸し出された。
　陳徳元が陳泉力と共同所有している 3 基は、沙崙仔庄の北側にある芝蘭三堡灰み庄の黄氏扶の
祖先が開拓したものであった。これを、20 年前（1894 年頃）、陳清泉、陳春木、陳連丁、陳云の 4
名が 230 圓で購入した。11 年前（1903 年頃）には、陳連丁、陳云が自らの持分を呉和尚に売却し
た。3 年前（1911 年）、陳徳元が呉の持分を購入した。他方、陳春木の持分を陳清泉が買収し、以
来、陳徳元と陳清泉が輪番で使用している（図 3 ）。

















27 名の中には前述した別の石滬 4 基を共同所有する陳徳元も含まれる。




































































　表 2 は外埔庄地先にある石滬 13 基を示したものである。漁業免許は、「特別免許石滬漁業」で
あり、漁獲対象は、む（カタクチイワシ）、白腹（サワラ）、その他の雑魚、漁業期間は周年、漁業




208 m に達する。沖側へは 170～177 m 張り出している。いずれも馬蹄形となる。築造年は、最
も古い石滬で 1810 年代であり、もっとも新しいものは 1900 年代初頭に造られた。
　各石滬の漁業権免許申請書には、共同所有者の氏名と住所番地（番戸）が併記されている。そこ
で各人がどの石滬を所有しているかを確認するために、表 3 を作成した。これによると合計 75 名















1 146 四坪滬 朱石ほか 6 名 1870 年代 106 間 2 尺 110 間 5 尺 93 間 4 尺
2 148 新坪 洪英ほか 9 名 1810 年代 109 間 1 尺 113 間 3 尺 96 間 1 尺
3 151 会番 鄭潭ほか 5 名 1890 年代 107 間 4 尺 111 間 3 尺 94 間 2 尺
4 152 到櫃仔 朱壳ほか 12 名 1887 年頃 106 間 1 尺 109 間 4 尺 94 間 1 尺
5 169 乾鼻仔 洪俊ほか 5 名 1880 年代 106 間 3 尺 110 間 3 尺 93 間 5 尺
6 171 武乃 朱寶傳ほか 9 名 1880 年代 109 間 1 尺 113 間 2 尺 93 間 4 尺
7 172 新滬仔 朱萬居ほか 4 名 1870 年代 106 間 4 尺 110 間 2 尺 93 間 5 尺
8 173 大新滬 葉闖ほか 10 名 1903 年　 106 間 5 尺 110 間 1 尺 93 間 5 尺
9 174 深温 郭栄ほか 3 名 1904 年頃 106 間 2 尺 112 間 2 尺 95 間 5 尺
10 175 外湖 朱天成ほか 4 名 1890 年代 109 間 2 尺 114 間 3 尺 95 間 1 尺
11 177 河狗 葉元ほか 17 名 1905 年頃 107 間 1 尺 111 間 5 尺 93 間 3 尺
12 178 沙仔坪 呂印ほか 5 名 1894 年頃 106 間 4 尺 111 間 1 尺 97 間 3 尺
13 180 新頂 陳水順ほか 6 名 1885 年頃 106 間 2 尺 112 間 2 尺 94 間 2 尺
（台湾総督府公文類纂 大正 3 年第 59 巻第 10 門　石滬漁業権免許申請書類より作成）
注）１間（6 尺）＝ 1.818 m
64　
表 3　外埔における石滬の所有者一覧（1914 年）
氏名 番地 四坪仔 新　坪 会　番 到櫃仔 乾鼻仔 武　乃 新滬仔 大新滬 深　温 外　湖 河　狗 沙仔坪 新　頂 所有数
呂海山 394 ○ 1
朱恒生 431 ○ 1
林清寿 431 ○ 1
陳　和 462 ○ 1
陳普旺 466 ○ 1
洪登寿 479 ○ 1
洪　陸 479 ○ 1
葉　闖 495 ○ ◎ 2（1）
葉清狡 495 ○ 1
朱　石 503 ◎ ○ ○ 3（1）
葉　元 509 ○ ◎ 2（1）
葉清雲 509 ○ ○ 2
朱福祺 517 ○ 1
朱　売 521 ◎ 1（1）
呂　印 539 ◎ 1（1）
朱枝財 540 ○ 1
朱寶傳 540 ◎ 1（1）
朱乞食 540 ○ 1
朱来春 542 ○ ○ ○ ○ 4
朱萬和 544 ○ 1
洪萬居 547 ○ 1
葉天財 547 ○ ○ 2
謝　権 547 ○ ○ 2
謝　賞 547 ○ 1
朱萬発 547 ○ 1
朱萬居 548 ○ ◎ ○ 3（1）
朱　達 549 ○ 1
黄戌山 553 ○ 1
陳天賜 560 ○ 1
鄭　潭 564 ◎ ○ 2（1）
鄭　聰 564 ○ ○ 2
鄭　係 564 ○ ○ 2
鄭清通 564 ○ ○ 2
林　性 564 ○ 1
朱　生 565 ○ 1
葉天送 565 ○ ○ 2
呂　坪 565 ○ ○ ○ ○ 4
呂　恒 565 ○ 1
洪福居 566 ◎ ○ 2（1）
洪　棟 566 ○ ○ 2
洪清秀 566 ○ ○ 2
洪　英 573 ○ ◎ ○ 3（1）
陳　興 573 ○ 1
陳芋匏 573 ○ 1
洪　乞 573 ○ ○ ○ 3
洪粉鳥 573 ○ ○ ○ 3
洪　番 573 ○ ○ 2
洪石定 573 ○ ○ 2
洪　祥 573 ○ ○ 2
洪清相 573 ○ 1
葉恭和 573 ○ 1
洪　續 573 ○ 1
洪　陣 573 ○ 1
洪文傳 573 ○ 1
朱鳥晩 573 ○ 1
朱　狡 575 ○ 1
陳　地 578 ○ 1
朱萬由 578 ○ 1
陳　杉 578 ○ 1
陳萬典 583 ○ 1
朱　勇 592 ○ 1
朱海山 594 ○ ○ ○ 3
李　愿 595 ○ 1
陳乞食 595 ○ ○ ○ ○ 4
朱天成 595 ◎ 1（1）
朱　旺 595 ○ 1
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であり、残り 26 名が複数基（ 2 基に関わる者が 17 名、3 基に関わる者が 6 名、最多の 4 基に関わる者
が 3 名）の石滬に名を連ねている。当時、漁獲量が多かったとしても、所有者が持分（株）を平等
に保有し、これに基づいて毎日、輪番制によって利用順が決定していたと考えるならば、たとえば











新坪　新坪（図 5 ）は、当時より 100 余年前、外埔庄に在住していた者によって築造された。以
後、慣行漁場として利用されてきた。10 年前（1904 年頃）に崩壊し、その後放置されていたが、
















































（台湾総督府公文類纂大正 3年第 59 巻第 10 門　石滬漁業権免許申請書類より作成）
氏名 番地 四坪仔 新　坪 会　番 到櫃仔 乾鼻仔 武　乃 新滬仔 大新滬 深　温 外　湖 河　狗 沙仔坪 新　頂 所有数
陳　真 621 ○ 1
郭　栄 640 ◎ 1（1）
陳水順 656 ◎ 1（1）
王氏月 657 ○ 1
張氏倫 664 ○ 1
王　珠 672 ○ 1
王　参 672 ○ 1
朱　福 677 ○ ○ 2
葉江琳 695 ○ 1
所有者数 7 10 8 13 8 10 5 11 4 5 17 6 9 113
◎は漁業権免許申請の代表者を示す
所有数の（　）内の数字は漁業権免許申請の代表者（うち数）を示す











したように、所有者 13 名中 3
名が 22 分の 3、2 名が 22 分の
1.5、残り 8 名が 22 分の 1 を所
有している。合計すると 22 分










　外埔には、1960 年代以前には 17 基の石滬があった。しかし、漁船漁業の発達による乱獲とと
もに、中港渓流域地帯からの工場排水による海域汚染によって漁獲量が減少し漁具が放棄されたこ





　ところで外埔に隣接する水尾社秀水里の里長趙萬枝氏（1989 年当時 72 歳）によると、秀水里に
はかつて 6 基の石滬があった。現存しているもの 1 基には肚めという名称がつけられていた。こ
れは、趙氏の父をはじめとして 7 名が共同で築造したものであった。利用形態としては輪番制が
とられ、父の時代には 7 日に 1 回、操業順がまわってきた。漁獲量の多い石滬は、1 基の価値が
20 万元にも相当した。農地 3 ha 分の価格に相当したという。戦前期には、1 基を 7 名で共同利用
すれば生活が十分できた。次の世代となった 1980 年代後半には所有者は 42 名に増えている。し
たがって、趙氏は 42 日に 1 回、利用の順番が巡ってくるだけである。石滬は農地 0.3 ha 分の価
値もなかった。
　所有者の世代が交代する場合、基本的には男系の親族（所有者の子供）に継承された。たとえ













朱枝財 3 / 22
朱海山 1.5 / 22
朱　生 1.5 / 22
朱　売 3 / 22
洪清相 1 / 22
洪石定 1 / 22
洪　續 1 / 22
洪　祥 1 / 22
洪　陣 1 / 22
陣乞食 3 / 22
洪粉鳥 1 / 22
葉恭和 1 / 22
洪　乞 1 / 22
（台湾総督府公文類纂大正 3年第 59 巻第 10 門　石滬漁業権免許申請書類より作成）
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　1989 年当時、外埔の里長をつとめていた朱清朝氏は、新滬仔の所有者の 1 人であった。この石
滬は曽祖父の時代に築造された。名称から考えると、大正年間に存在した新滬仔のことであろう
（前掲表 2 ）。復命書によると、新滬仔は、「今ヨリ三十五六年前（1870 年代と推定される：筆者注）
朱萬居及朱萬発（兄弟）ノ父朱陣、朱福、朱来春、朱恒生ノ四名共同シテ築造」したものである。




　台湾総督府文書のなかに 1913（大正 2 ）年から 1915（大正 4 ）年にかけて澎湖列島北部に位置
する白沙島およびその周辺島嶼部の各澚（ 3 ）（図 7 ）から提出された石滬漁業権免許に関する申請書
類が収められている。第四十七巻甲 殖産（水産）文書「一、民殖四九四三 石滬漁業権免許 郭元外
百七十七名」は、1915（大正 4 ）年 9 月 21 日付で殖産局長、商工課長、庶務課長、民政長官、総
督へ宛てられた「漁業免許ノ件」に関する府内の文書から始まる。所定の用紙に必要事項が記載さ
れたうえで、各部署に回覧され、役職者が捺印することになっている。漁業権免許資料の復命書が
殖産局商工課の宮坂彌吉と杉尾喜高によって、1914（大正 3 ）年 10 月 6 日付で提出されている。
澎湖庁においては出願件数が 418 件あ
ったが、このうち比較的急を要する石



























































石滬に説明がそえられているので、1910 年代をおおよその基準年として表 4 にまとめた。200 年




1910 年頃より 通梁郷 大倉郷 中墩郷 港尾郷 鎮海郷 岐頭郷 大赤崁郷 小赤崁郷 鳥嶼郷 瓦舵郷 後ぢ郷 吉貝郷 計
 1 ～ 10 年前 1 1
11 ～ 20 年前 1 2 3
21 ～ 30 年前 1 5 6
31 ～ 40 年前 2 2
41 ～ 50 年前 1 2 1 2 6
51 ～ 60 年前 1 3 1 5
61 ～ 70 年前 1 4 5
71 ～ 80 年前 2 1 3 6
81 ～ 90 年前 1 1 2 1 1 6
 91 ～ 100 年前 5 2 1 3 5 7 8 31
101 ～ 110 年前 1 12 13
111 ～ 120 年前 3 1 13 2 19
121 ～ 130 年前 1 1 1 3 6
131 ～ 140 年前 1 1
141 ～ 150 年前 1 2 8 11
151 ～ 160 年前 1 1
161 ～ 170 年前 0
171 ～ 180 年前 1 1
181 ～ 190 年前 0
191 ～ 200 年前 0
201 年以上前 2 1 2 4 1 10 20
不明 4 6 3 9 5 5 32
記載なし 2 1 3
計 21 6 3 7 3 7 14 4 13 7 23 70 178
田和（2006）による。
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の数は 21 基を数えた。各石滬の所有状況を示したものが表 5 である。このうち高頂滬、海墘滬、




　石滬の所有には 62 名が関わった。このうち 1 基のみに関わる者が 34 名、2 基に関わる者が 19
名、3 基に関わる者が 8 名、4 基に関わる者が 1 名であった。各石滬の共同所有者数は 3 名から
11 名の幅がある。仮に各石滬とも輪番制で利用がなされていると仮定すると、月間に 20 日以上の
出漁が可能な者は、2 基の代表者を務め、3 基に関わっている 8 番戸に居住する洪鎮および 85 番
戸の鄭柔、4 基に関わる 79 番戸の鄭窓のみであった。
　以下で特徴的な所有形態の石滬についてみておこう。
　大礁南腰と呼ばれる石滬は 3 名によって所有されていた。約 100 年前に願人らの祖先が共同で
築造し、その後、慣行漁場として代々継承されてきた。願人は鄭窓を代表者とし、鄭帝と鄭柔が加
わっている。持分はそれぞれ 3 分の 1 ずつであった。鄭帝には鄭北という弟がおり、3 分の 0.5 の




船　つ 線仔下 破　滬 北　坪 倒　埕 門　口 関係する
石滬の数5 名（5 株） 7 名（7 株） 7 名（7 株） 5 名（5 株） 7 名（7 株） 3 名（3 株）
陳　料 2 ○ ○ ○ ○ ○ 5
鄭　品 3 ○ 1
陳　純 4 ○ ○ 2
陳　科 4 ○ ○ 2
陳　廉 5 ○ ○ ○ 3
陳　崩 5 ○ 1
陳　念 5 ○ 1
陳　づ 6 ○ ○ 2
陳　南 6 ○ ○ 2
陳　来 7 ○ 1
陳　登 9 ◎ 1
陳　清 10 ◎ 1
陳　文 11 ○ 1
陳　成 11 ○ 1
呂　揲 11 ○ 1
陳　龍 12 ○ ◎ ○ 3
陳　石 13 ◎ ◎ 2
陳　排 13 ○ 1
陳　賜 14 ○ ○ ○ 3
注）◎は漁業権免許申請の代表者を表す。





　連礁船仔つ滬は、11 名の共同所有である。願人のうち鄭自を除く他の 10 名に鄭柱という者を含
めた 11 名の祖先が共同して開拓したが、40 年前、鄭柱の持分が鄭自によって買収された。
　坪仔頂は林要件、林有、林望麟、林吟討、林程の 5 兄弟に鄭拖を加えた 6 名で築造し、輪番利
用をしてきた。漁業権免許申請時の願人はいずれもこの 6 名の子である。




た（表 6 ）。いずれも願人の祖先が本島へ移住した当時に築造したものである。所有に関わる 19 名
のうちの 18 名が陳姓である。口碑によれば 200 年以上前に築かれたという。慣行の内容は 6 基と
も同様であった。各石滬の所有者数は、7 名による所有が 3 基、5 名による所有が 2 基、3 名によ
る所有が 1 基であった。いずれの石滬においても所有者数と株数は一致している。1 基または 2 基
の石滬に関わる者が 19 名中 15 名である。平等に輪番利用がなされているとするならば、5 基に




西面滬 東半流 深滬崁 関係する
石滬の数10 名（10 株） 7 名（6 株） 6 名（6 株）
鄭　柱 3 ○ 1
棟　断 4 ○ 1
楊　晋 24 ○ 1
鄭　別 29 ○ 1
鄭　て 32 ○ ◎ 2
鄭　安 34 ○ 1
鄭生拿 36 ○ 1
鄭　用 37 ○ 1
鄭　水 37 ○ 1
郭　元 63 ◎ 1
郭氏墨 67 ○ 1
郭　由 74 ○ 1
郭合興 75 ○ 1
呂添丁 77 ○ ◎ 2
呂　籃 77 ○（0.5） 1
呂　り 78 ○（0.5） 1
鄭　文 79 ○ 1
郭　允 83 ○ 1
郭　宏 84 ○ 1
郭　針 85 ○ 1
謝氏で 85 ○ 1
注）◎は漁業権免許申請の代表者を表す。
（　）の数字は持分数（株数）を表す。数字のないものはすべて１とする。




中墩郷　中墩郷は、古閑（1918a）によれば、1910 年代の戸数が 107 戸、人口は 591 人であっ
た。このうち農業者 425 人に対して漁業者は専業 1 人、兼業 21 人にすぎなかった。ここには 3 基






大　滬 横　滬 破滬仔 深　滬 南　郊 猪と流滬 草嶌滬仔 関係する
石滬の数8 名（8 株） 7 名（6 株） 6 名（6 株） 5 名（5 株） 8 名（7 株） 1 名 3 名（6 株）
郭　周 5 ◎ 1
呉　寶 14 ○ 1
呉清瑞 16 ○ 1
楊　詞 23 ○ ○ 2
楊　成 25 ○ 1
楊自巳 27 ○（0.5） 1
呉　ぢ 30 ○ 1
壬　選 30 ○ 1
呉　號 31 ○ 1
呉馮美 35 ○（0.5） 1
呉三許 36 ○ 1
林　鷹 44 ○ 1
林雲行 45 ◎ 1
呉文董 51 ○ 1
呉辛巳 54 ○ 1
呉　る 54 ○ 1
呉安然 60 ○ 1
呉安東 61 ○ 1
黄　才 62 ○（0.666） 1
許　虎 64 ○ 1
呉自寛 66 ○ 1
鄭　縈 73 ○（2） 1
呉崇山 78 ○ 1
陳　潤 80 ◎（1.834） 1
郭　皎 81 ◎ 1
蕭　秋 92 ○ 1
呉長庚 97 ○（0.5） ○（0.5） 2
陳淵堂 100 ◎（3） 1
呉　秋 101 ○（0.5） 1
陳順親 103 ○ ◎ 2
郭怡貞 107 ◎ 1
郭攵水 115 ○ 1
林　泉 港仔 60 ○ 1
郭　梪 港仔 87 ○ 1
蕭　枝 港仔 109 ○ 1
注）◎は漁業権免許申請の代表者を表す。
（　）の数字は持分数（株数）を表す。数字のないものはすべて１とする。


























人所有の 1 基があった（表 9 ）。員貝の石滬は、100 年前、願人らの祖先が漁業を目的として鎮海
郷よりこの地に移住し、各々を個別に共同して開拓したとされる。鎮海郷にある萬丈尾滬は 10 年
前、願人自らが築造した新しい石滬であった。築造には 5、6 年の年月を費やしたという。





大赤崁郷　本郷には 14 基の石滬があり、合計 70 名が共同所有者に名を連ねていた（表 11）。東滬




行漁場として継承されてきたが、20 年前、涂計の持分を魏昌が 40 圓で買収した。
　狗母滬は、林旺ほか 4 名の祖先が共同で開拓した。以来、慣行漁場として代々継承されてきた
が、12 年前、鄭主が林旺の持分を 30 圓で買い受けた。
表 9　鎮海郷における石滬の所有
所有者 番戸
滬仔 大滬 萬丈尾滬 関係する
石滬の数6 名（6 株） 7 名（6 株） 1 名
陳　悔 4 ○ 2
王　榮 5 ○ ○ 2
陳　仲 7 ○（0.5） 1
陳　て 8 ○ 1
王　賜 9 ○ 1
陳　才 10 ○ ○（0.5） 2
王　法 11 ○ 1
王　涼 13 ○ 1
王麒麟 16 ◎ 1
王　熊 19 ◎ ○ 2









螺仔礁 北　苓 海馬坪 耕　州 後　滬 墻仔坪 父子滬 関係する
石滬の数17 名（20 株） 12 名（12 株） 9 名（9 株） 6 名（6 株） 10 名（9 株） 6 名（8 株） 4 名（5 株）
呂　和 港仔郷 12 ○ 1
張大吉 　〃　 13 ◎ 1
呂天送 　〃　 13 ○ 1
呂　誥 　〃　 15 ○ ◎ ○ 3
張　才 　〃　 22 ○ 1
張　汀 　〃　 22 ○ 1
洪自保 　〃　 30 ○ 1
林　定 　〃　 38 ○ 1
呂私直 　〃　 38 ○（2） 1
洪　檣 　〃　 41 ○ ○（0.5） 2
張大吉 　〃　 43 ○ 1
洪　網 　〃　 44 ○ 1
呂　協 　〃　 47 ○ ○ ○ 3
呂　寶 　〃　 48 ○ 1
林　傑 　〃　 54 ○ 1
林　群 　〃　 58 ○ 1
林　川 　〃　 59 ○ ○ 2
林　爰 　〃　 59 ○ 1
林　泉 　〃　 60 ○（2） 1
洪氏巧 　〃　 61 ○ 1
林　修 　〃　 61 ○ ○ 1
李　向 　〃　 71 ○ 1
林　成 　〃　 81 ◎ 1
郭國梪 　〃　 87 ○ ○ 2
蕭　ど 　〃　 105 ○（0.5） 1
呂　山 　〃　 107 ○（0.5） 1
蕭　沙 　〃　 109 ○ 1
蕭　れ 　〃　 115 ○ 1
蕭　運 　〃　 118 ○ 1
蕭　泉 　〃　 119 ○ 1
蕭　寮 　〃　 120 ○ ◎ 1
蕭　頭 　〃　 129 ○ 1
陳　夯 鎮海郷 34 ○ ○（1.5） 2
陳　墩 　〃　 34 ○ 1
陳　炎 　〃　 37 ○ 1
陳清駿 　〃　 39 ○（3） 1
陳龍勇 　〃　 43 ○ 1
洪復吉 岐頭郷 25 ○ ○（1.5） 2
郭　音 　〃　 26 ◎（0.5） ○（1.5） 2
郭氏綢 　〃　 29 ○（0.5） 1
李明竹 　〃　 42 ○（0.5） 1
陳天周 　〃　 44 ○（0.5） ◎（3） 2
郭　馬 　〃　 47 ○ 1
郭只壇 　〃　 48 ○（2） 1
郭忠征 　〃　 52 ○ 1
郭　榜 　〃　 53 ○ ○ 2
郭　庇 　〃　 54 ○ ◎（2） 2
郭　良 　〃　 56 ○（0.5） ○ 2
注）◎は漁業権免許申請の代表者を表す。
（　）の数字は持分数（株数）を表す。数字のないものはすべて１とする。




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































小赤崁郷　4 基の石滬があった。表 12 はこれらの石滬の所有関係を示したものである。このうち
西滬については所有関係の文書が保存されていないので表から省いた。この石滬は前述した大赤崁
郷の西滬の可能性もある。3 基の石滬には 20 名が所有者として関与していた。3 基はそれぞれ 7
名、10 名、8 名による共同所有であった。20 名のうち 1 基の石滬に関与する者が 15 名、2 基に
名を連ねる者が 5 名となっており、郷全体できわめて平等な所有形態が形成されていたとみるこ
とができる。







瓦ぼ郷　瓦舵郷には 7 基の石滬があった。共同所有者の総数は 28 名であるが、25 名が 1 基の石





到土仔滬 潭仔滬 改仔門滬 関係する
石滬の数7 名（5 株） 10 名（7 株） 8 名（65 株）
林　義 ？ ○（7.5） 1
林　前 7 ○（0.5） 1
林　葉 8 ◎（0.75） 1
林　猴 9 ○（0.75） ○（7.5） 2
呂　統 13 ◎ 1
林　鋭 14 ○（0.5） ○（10） 2
許見朱 15 ○（0.5） 1
呂　名 17 ○（5） 1
陳　景 18 ○（0.5） 1
許　音 19 ○（0.5） ◎（10） 2
陳　長 21 ○（0.5） 1
呂　権 22 ○（0.5） 1
呂　象 27 ○ ○（5） 2
呂　渓 29 ○ 1
呉　江 34 ○ 1
呂　禎 35 ○ ○（10） 2
呉　寅 37 ○（0.5） 1
呂　慶 44 ○ 1
許　墘 47 ○（0.5） 1






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































月　眉 大　滬 水仔尾 大滬南 死人墓 半　肺 双港仔墘 関係する
石滬の数5 名（5 株） 5 名（6 株） 3 名（4 株） 5 名（6 株） 7 名（6 株） 4 名（5 株） 2 名（2 株）
呂　里 2 ◎ 1
方　望 3 ○ 1
方　尚 20 ○ 1
方　達 20 ◎ 1
許　ぽ 25 ○ 1
張有如 29 ○ 1
洪朝和 30 ○（0.5） 1
呂　尋 30 ○（0.5） 1
許令咸 32 ○ 1
張猪母 34 ◎（2） 1
張　元 35 ○ 1
呉壬辰 39 ○ 1
許　察 41 ○ 1
許　由 42 ○ ◎（2） 2
鄭　槌 44 ○ ○ 2
呂　老 44 ◎ 1
許　寛 45 ○ 1
呂　桂 47 ○（2） 1
呉　義 48 ○ 1
呉　庸 50 ○ 1
呉　猛 50 ○ 1
呉文仁 51 ◎（2） ○ 2
呂　わ 53 ○ 1
戴　像 54 ◎ 1
呂　渊 ？ ○ 1
呂　豹 ？ ○ 1
許　載 ？ ○ 1
葉　柱 後ぢ郷 28 ○ 1
注）◎は漁業権免許申請の代表者を表す。
（　）の数字は持分数（株数）を表す。数字のないものはすべて１とする。
（台湾総督府公文類纂大正 4 年第 47 巻殖産（水産）の石滬漁業権免許申請書類より作成）
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許糧、許令咸、方尚の 5 名の願人が輪番で利用していた。大滬南は 5 名による所有であった。願





後ま郷　後ぢには 23 基の石滬があった（表 15）。21 基が台湾海峡に面する側、残り 2 基が澎湖内
湾側にあった。2 基（西勢坪、畏泥滬仔）が個人所有、21 基が共同所有であった。共同所有者が最
も多い新滬で 7 名であり、ほとんどが 3 名から 5 名で共同所有されていた。共同所有者に名を連
ねる 58 名のうちの 38 名が 1 基の石滬だけに関わっていた。後ぢの所有形態の特徴として、同姓
のみによる所有をあげることができる。すなわち、洪姓のみで所有されている石滬が 3 基、林姓








　新滬は 20 年前に現在の願人である洪議、洪麟、洪教、洪群、洪明廰、洪丕、洪穀の 7 名が共同





　深滬は、願人らの祖先が 100 年前に共同開拓し、代々継承されてきた。15 年以上前に波浪のた
めに破壊され、そのまま使用されずにいたが、漁業規則の発布とともにこれを修築しつつあった。
西勢坪は 5、6 年前から多少破損し、漁獲はなかったが、1913（大正 2 ）年に 80 圓を投じて修繕
した。瀬仔頭も修繕をして免許申請に至った事例といえるかもしれない。この石滬の築造された年




吉貝郷　吉貝嶼は、白沙島の北方 5.5 km に位置する澎湖列島北縁の離島である。面積約
3.1 km2、最高点は 16 m の低平な小島である。耕地面積はわずかであり、島唯一の郷である吉貝
郷は漁業と出稼ぎが中心の集落であった。
　石滬は周辺に 70 基あった。表 16 は持分数（株数）別の石滬の数をあらわしたものである。70
基のうち持分数が最も少ない石滬は外やゅと呼ばれる石滬の 1 株、これに対して最も多いものは
礁坪仔の 33 株（ただし、所有者数は 27 人、うち 6 人がそれぞれ 2 株を所有）であった。4 株から 7



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































名を連ねている。表 17 はこれら 190 名が何基の石滬の持分を有しているかをまとめたものであ
る。本表から明らかなように、1 基の石滬だけに持分を有する者が最も多く、人数は全体の 3 分の











繕費を寄付する目的で築造された。14 名が共同で所有した。持分の分配方法は、漁獲高から 24 圓
を引き、これを関帝廟へ寄付した。残額を 16 に割り、1 分を観音廟へ、他の 1 分を帝君廟へ寄付



































































操業日数を合計したものである。1 基の持分しか所有していない者が関係する石滬は合計 37 基あ
った。これらの石滬は、礁坪仔（33 株）を除くと、いずれも 4 株から 18 株で運営されるものであ
った。したがって所有者各人の月間出漁日数は、最低で 1 ないしは 2 日間、最高でも 7 ないし 8
日間にとどまる。また、2 ～ 4 基に関係する者 79 名のうち 77 名が 15 日以下の操業日数であっ
た。石滬がたとえ効率がよく好漁を見こめる漁具であったとしても、このような月間操業日数では
石滬の漁獲だけで生活を維持することは困難であったと思われる。
　月間の操業日数が 31 日以上の者は、6 基に関わる所有者から初めてみられた。合計 16 名であ



























1 ― 1 ― ― ― 14 2 2 ― 1 9 基 1 43 日
2 ― 2 1 ― ― 15 ― ― ― 1 10 基 3 22 日，27 日，37 日
3 ― 3 1 ― ― 16 ― ― 1 ― 11 基 1 47 日
4 3 4 1 ― ― 17 3 ― 3 ― 12 基 2 29 日，36 日
5 6 5 6 5 ― 18 ― ― 1 ― 13 基 なし
6 7 6 4 5 ― 19 ― ― ― ― 14 基 2 56 日，57 日
7 8 7 5 1 ― 20 ― 1 2 2 15 基 1 42 日
8 15 8 3 3 1 21 2 1 ― ―
9 5 9 3 4 3 22 1 ― ― ―
10 5 10 4 4 3 25 ― ― 1 ―
11 2 11 2 1 1 30 2 ― ― ―
12 4 12 2 1 1 31 ― ― ― ―
13 1 13 ― ― 4 32 ― 1 ― ―
14 1 14 1 1 2 33 ― 1 ― ―
15 1 15 1 1 2 34 ― ― ― ―
16 3 16 ― ― ― 35 ― ― ― 1
17 2 17 ― 1 ― 36 ― ― 1 ―
18 1 26 ― ― 1 37 ― ― ― ―
33 5 計 34 27 18 38 ― ― ― 1
計 69 61 ― ― ― 1
計 10 6 9 7
田和（2006）による。















































（ 1 ）2010 年 3 月の現地調査の際、地元の生物・環境学者であり石滬研究者である洪國雄氏から聞き取った。
（ 2 ）本章の記述の一部は、田和（2010）において事例として考察したものである。
（ 3 ）澚は「水隈」、すなわち沿岸の集落をさす。村または庄に該当する行政単位といえる。澎湖列島には明治時代
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